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事業部ネーミング作成に向けた基本認識
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1-P ；�，諮問岬課題摘出
置今後、よりよい事業展鼠事業部アピー

Jレを促進する上での問題鯨題を多角的に抽
出。どのような事業部ネー ミングが望まれるのかを明確化する。

匝骨量点差を孟；至宝：きヲ！弄議麗ヨ

！問ト－ --1�� I 
い事業展開に

－事業部発足の樹章と展開 いおけ、各要
． 「マ ー ケッティングルネッサンス」におけるI i；素について

フィールド1.2.3.の位置付け認識 I ！の現状、今
・「フィールド2J （セルフ事業）における 卜！後の展望を

チャおl宿払顧客認識 い御祉に資料い又は取棚
｜！動により明
I i確化する

主要チャネル「 現状と今後の広がりの I l_ 
－主要顧客 卜可能性コンセンサス

層押さき均三塁当至極主主霊些糧ー！
・セルフ市場におけるブランドイメ ー ジの役割り、商品に付帯する社名、ブランド名

のユ ーザ｝に与える影響からの問題、方向性開拓

｛雌品ユ』ザーにとってのブうンドトミングの意味

・セルフ市場におけるブランドイメ ー ジの意味

．商品選択への影響

－消費者サイドから見た事業部ネー ミングの可能性

ー·△△△商品セルフイt粧品本部商品に対する識の実情 

・セルフ化粧品本部と△△△の事容を明確に外部にアピ　ールするための問題、課題
の発見。◯◯◯というナショナルブランドとの棲み分けの方向性を考える 
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！＜取材・情報活動＞ i :·.
: .当該セクション : 

! i .餅ヰ・読み込み i \ l ご担当者取材、
ト→ i ヒアリング活動

・ヒアリングテー マ、 : 
担当セクシaン絞り： : ＇..』

込み
γ （ex) i .付帯活動の明確化 ト→i 付帯活動

，；；・チャネ Jレバイヤ ー

ヒアリング

: ！・消費者オピニオン；
! ヒアリング活動 i 
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